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が知られているが、T 細胞特に CD4 陽性 T 細胞が重要な因子であると報告され
ている。T細胞に発現する TIM (T-cell Immunoglobulin Mucin)分子（近年では
immune checkpoint therapy として注目される）が、免疫制御因子として作用す
ることが報告された。一方で、Galectin(Gal)は、βガラクトシドを認識する糖鎖
であり多数のサブタイプが存在する。中でも Gal-9 は好酸球遊走因子として本邦




【方法】野生型 C57BL/6マウスおよび Gal-9knock out（KO）マウスに対して、
肝 70％部分肝温虚血 90 分を加え再灌流後 6 および 24 時間に血液および肝組織










































  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年２月１５日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
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